
学校教育目標  『自分を創る』 ひろい心  すこやかな体   ゆたかな学力 

ホームページ URL: http://www.ed2.city.yamato.kanagawa.jp/c-turu/ 

「笑顔×チームワーク＝144人の絆」のスローガンのもと、リーダーを中心に声をかけ合い、１学期の

準備の段階から真剣に取り組む姿や、係の仕事を最後までやりきる姿が見られました。思った通りに進

まないことや慣れない作業に苦戦しながらも、笑顔とチームワークで力を合わせ、班ごとにおいしいカ

レーを完成させることができました。協力して取り組む中で、学んだチームワークの大切さを今後の学

校生活や行事に活かし、さらに 

青学年をレベルアップさせてい 

きましょう！ 

保護者の皆様には、事前準備 

や持ち物などのご協力をいただ 

き、心より感謝申し上げます。 

 

   

 

 

 

 

令和７年１０月２４日発行 

大和市立鶴間中学校 

大和市下鶴間３０１６ 

TEL  046-274-8903 

FAX  046-276-1067 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜１学年が、９月２６日にこどもの国へ校外学習に行ってきました！＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月号 

「負け試合から学ぶ」  

 （１０月１日朝会・鶴舞祭全体講評より抜粋）                               

朝晩はだいぶ涼しくなってきました。季節の変わり目には体調を崩しやすいので、体調に気を付けて生活

してください。９月には１・２年生の校外行事がありました。学年全員で協力して取り組むことができたで

しょうか。一人ひとりが、行事の目標を達成されたかどうかをぜひ振り返ってみてください。 

１０月１４日（火）には鶴舞祭がシリウスで行われました。今年は、体育館の空調設備工事の関係でシリ

ウスでの開催になりました。どの学年のどのクラスも、そのクラスの雰囲気があり、歌がありました。日に

日にバラバラだった音がハーモニーとなり、クラスが心を一つに取り組む姿が見られました。３年生は、中

学生最後の合唱ということもあって、歌詞の内容を表現しつつ、自分たちの思いをのせた、とてもすばらし

い合唱になりました。 

１０月に入り、１・２年生は部活動の新人戦が始まっています。３年生は、進路に向けて大事な時期にな

ってきました。そんなみなさんに、今日は「負けた試合から学ぶ」という話をしたいと思います。 

試合においては、勝負の世界ですから、勝ちがあれば負けもあります。大事なのは負けから何を学ぶかと

いうことではないでしょうか。負けから学ぶ事の方が勝ちから学ぶ事よりも何倍も多いのではないかと思い

ます。試合に負けるということは、負ける原因があります。その原因は何なのかを、試合の中でしっかり考

え、次に活かしていくことが大切になります。相手が自分たちよりも強かったり、試合に勝ったりする理由

は何なのか。相手が自分たちより勝っていることは何なのか。自分たちには何が足りないのか。相手のプレ

イから学ぶものは何なのか。自分自身にはどんなミスが多かったのかなど。負けた試合から気づくことは、

たくさんあります。最終的な目標は、最後の夏の大会です。それに向けて今の自分に足りない部分に気付く

ことができ、それを克服していく努力をすることもできるのです。このことって、テストや試験でも同じこ

とが言えるのではないかと思います。試験やテストが返ってきて、「今回、英語は良かったけど、数学が悪

かったよな～。」で終わりになっていませんか？「悪かったよな～」の後が大事なのです。「悪かったよな

～」は、先に述べた試合の話では、失敗のことです。この「悪かったよな～」となってしまった原因は何な

のかを追及する必要があるのです。計算ミスやケアレスミスなのか、問題文をちゃんと読んでいなかったの

か、苦手分野だったのか、根本的に勉強時間が足りなかったのかなど。失敗を次に活かしていくためには、

その振り返りがとても大切です。学習でも、部活動でも、これからは振り返りを大切にし、大会や、入学試

験本番に照準を合わせていってもらいたいと思います。しかし、勘違いしないでほしいのは、「失敗しなさ

い、負けなさい」と言っているわけではありません、もちろん、試合に勝てたほうが良いですし、成功や勝

ち試合からも学ぶことはたくさんあります。                      （校長より）                               

 

 

 



【第２部】 

鶴舞祭スローガン「天歌夢奏
て ん か む そ う

～一等
いっとう

星
せい

の歌声
うたごえ

を奏
かな

でよう～」 
 

 

 

 

 

 １０月１４日（火）は鶴舞祭でした。今年度は、体育館空調工事のため、大和市文化創造拠点シリ

ウスにて実施されました。第１部では、どの学年もすばらしい歌声を響かせてくれました。第２部で

は、英語科・支援級・実行委員企画・吹奏楽部の発表が行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

【第１部】 

２年学年合唱 

「Let’s search for tomorrow」 

２年1組「ヒカリ」   

２年４組「ほらね、」 

２年２組「時の旅人」 

２年３組「未来へ」 

 
３年学年合唱 

「ふるさと」 

３年１組「懐かしい未来」 

３年３組「Gifts」   

３年２組「青い鳥」 

３年４組「結」 

１年学年合唱 

「夢の世界を」 

１年1組「COSMOS」  

１年３組「心の瞳」 

１年４組「時を越えて」 

１年２組「輝くために」 

英語科 English Performance  

支援級 キャップアート 

鶴舞祭実行委員 発表 

吹奏楽部 発表 

１１月７日（金）１４時から行われる中文連大和支部

総合文化祭合唱の部には３年１組が出場します！ 

鶴舞祭実行委員長（生徒） 

 みなさん初のシリウスでの鶴舞祭はいかがでし

たか？今年は昨年度と違いシリウスでの開催とい

うことで、貴重な経験になったのではないでしょ

うか？さて、今年のスローガンは「天歌夢奏～一

等星の歌声を奏でよう～」でした。しかし、鶴舞

祭は上手に歌うことだけが全てではありません。

仲間の健闘をたたえ、普段は伝えられない思いを

伝える。そしてなにより心に残る今しかできない

思い出を作る、そんな機会だと私は思います。こ

の鶴舞祭を通して、今後みなさんがシリウスのよ

うに輝く活躍ができることを願っています。 

 

 

 

鶴舞祭実行委員長（教員） 

今年は体育館の改修により、シリウスにて鶴舞祭

を実施しました。素晴らしいホールで発表すること

ができ、子どもたちにとってよい経験になったと思

います。第一部のクラス合唱では、心を一つにし、

それぞれの練習成果を発揮することができました。 

第二部では、短い練習期間の中、みんなの前で堂々

と発表をすることができました。それぞれの想いを

のせた鶴舞祭はいかがでしたでしょうか？この経験

を活かして、今後の生活に取り組んで欲しいと思い

ます。鶴舞祭成功に向けて、日々携わってくれた皆

さま、ありがとうございました。 

 

 

 


